
 花野 桃子   選手

名古屋ウィメンズマラソン 2026に花野選手と光恒選手の 2名が出場しました。
風速 5mの強風が吹き荒れ、体温と体力を奪われる悪条件のレースとなりました。有力選手たちでさえ、本来の力を発揮す
ることができずに後退していく中、初マラソンの花野選手は、集団の中で落ち着いてレースを進め、後半もペースを落とさ
ずに粘り切り、2時間 30分を切る好タイムでゴールしました。
光恒選手は寒さで前半から思うように動くことができず、厳しいレース展開となりましたが、最後まで気持ちを切らすこと
なく走り切りました。
大会当日は約 30名の方が現地まで応援に駆けつけ、沿道から選手へ熱い声援を送ってくださいました。

名古屋ウィメンズマラソン 2026に花野選手と光恒選手の 2名が出場しました。
風速 5mの強風が吹き荒れ、体温と体力を奪われる悪条件のレースとなりました。有力選手たちでさえ、本来の力を発揮す
ることができずに後退していく中、初マラソンの花野選手は、集団の中で落ち着いてレースを進め、後半もペースを落とさ
ずに粘り切り、2時間 30分を切る好タイムでゴールしました。
光恒選手は寒さで前半から思うように動くことができず、厳しいレース展開となりましたが、最後まで気持ちを切らすこと
なく走り切りました。
大会当日は約 30名の方が現地まで応援に駆けつけ、沿道から選手へ熱い声援を送ってくださいました。

愛知県
バンテリンドーム ナゴヤ　スタート・フィニッシュ

冬の期間は初マラソンに向けて上手く練習が積めない日が続き、
走り切ることができるのかずっと不安でしたが、どんな状況でも
最後まで走ることを一番の目標に臨み、2時間 28 分台でゴールす
ることができました。
最後までペースを維持できるように粘り強く動かすことができ、
応援もたくさん届いてとても楽しいレースでした。
マラソンでもっとタイムを縮めたいと思えたので、また挑戦でき
るように頑張ります。
現地や TVからたくさんの応援をありがとうございました。



 光恒 悠里   選手

日立女子陸上競技部事務局

レース当日までなかなか調子を上げられず不安もありましたが、まずは無
事にゴールできてほっとしています。
序盤に脚が固まってしまい、苦しいレースではありましたが、想像以上の
方が応援に来てくださり、沿道からの大きな声援に力をもらい、最後まで
脚を動かすことができました。
この冬は今までで一番レースの本数を多く走らせてもらいました。実業団
選手である以上、結果を残さなければいけないことや、この記録では全く
通用しないことも自覚していますが、連戦を全て走り切れたことはプラス
の部分だと思っています。
また、今回のマラソンに向けて組んでいただいたマラソン合宿でも、新た
な引き出しを増やすことができました。
この経験を今後へ活かせるように、4 月からのトラックレースシーズンに
向けて準備をして、駅伝にもつなげていきます。
また、来年度はしっかりと記録を狙ったマラソンができるように、日々の
トレーニングに励んでいきます。


